
一 質般 問

問

答 問

国
民
年
金
の
受
給
額
で
入
所
可
能
な
介
護
施
設
等
を

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

低
価
格
の
高
齢
者
向
け
の
集
合
住
宅
に
つ
い
て
は

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
（
町
長
）

〇
そ
の
他
の
質
問

●
学
校
等
公
共
施
設
に
お
け
る
ト

イ
レ
の
洋
式
化
及
び
便
座
の
ウ
ォ

シ
ュ
レ
ッ
ト
化
に
つ
い
て

齢
の
世
帯
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、

受
皿
の
一
つ
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
、
い
わ
ゆ
る

「
サ
高
住
」
の
必
要
性
は
さ
ら
に

高
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②　
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
す
る
高
齢
者
集
合
住
宅
は
、
国

民
年
金
受
給
額
内
（
年
金
の
満
額

は
月
６
万
４
８
１
６
円
）
で
入
居

で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
人
気
が
高

く
、
増
改
築
を
重
ね
、
平
成
26

年
に
は
31
世
帯
が
入
居
で
き
る
施

設
と
な
り
、
う
ち
４
世
帯
は
夫
婦

で
入
居
中
。
当
該
村
に
10
年
以
上

住
ん
で
い
る
こ
と
が
入
居
の
第
１

条
件
と
さ
れ
て
お
り
、
利
用
料
金

は
年
収
等
に
よ
り
異
な
る
も
の

の
、
入
居
費
、
い
わ
ゆ
る
家
賃
が

月
１
０
０
０
円
か
ら
４
０
０
０
円

①　
住
み
慣
れ
た
町
に
お

い
て
、
健
康
で
長
寿
を
全

う
で
き
る
こ
と
が
一
番
幸
せ
な
こ

と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

人
生
に
お
い
て
は
、
山
あ
り
谷
あ

り
で
、
本
人
や
家
族
が
健
康
を
害

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
間
も
な
く
、
団
塊
の

世
代
が
全
て
後
期
高
齢
者
と
な

る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
に
直
面

し
ま
す
。
美
里
町
の
令
和
４
年
３

月
１
日
現
在
の
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
は
33
・
３
％
と
年
々
上
昇
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
単
独
世
帯
が

８
０
８
、
率
に
し
て
21
％
、
２
人

世
帯
が
１
１
９
８
率
31
％
と
、
町

内
の
半
数
以
上
の
世
帯
が
少
人
数

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
単
身
者
や
夫
婦
と
も
に
高

の
人
が
大
部
分
で
、
食
費
は
１
日

３
食
で
１
０
０
０
円
・
月
３
万
円

以
内
。
食
材
は
地
産
地
消
で
、
し

か
も
施
設
従
事
者
（
看
護
師
・
ヘ

ル
パ
ー
・
栄
養
士
・
調
理
員
さ
ん

等
）
は
、
地
域
住
民
が
行
っ
て
い

ま
す
。
勤
務
時
間
も
長
短
ま
ち
ま

ち
で
、
勤
務
可
能
な
時
間
帯
に
就

労
す
る
形
態
を
取
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
な
場
合
は
、
例
え

ば
要
介
護
２
程
度
で
、
週
２
回
、

各
１
時
間
で
約
４
５
０
０
円
（
倍

と
し
て
週
４
回
、
各
１
時
間
で
約

９
０
０
０
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

③　
民
間
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
集
合
住
宅

等
は
高
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
町

民
の
方
は
入
所
を
躊
躇
・
断
念
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
美
里
町
に
お
い
て
も
、
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
し
て
、「
サ
高
住
」
的

な
施
設
を
造
っ
て
み
て
は
ど
う
か
、

答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
長
現
在
、
町
内
に
は
24
時
間

の「
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
」

が
で
き
る
事
業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

24
時
間
派
遣
を
い
た
だ
く
と
、
自

宅
で
24
時
間
過
ご
す
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
必
要
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
高
齢
者
の
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
対
応
や
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

所
得
が
少
な
い
方
が
安
心
し
て
入

所
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
、
議
員

提
案
の
低
価
格
の
高
齢
者
向
け
の

町
営
の
集
合
住
宅
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

櫻
さくら

沢
ざわ

　 保
たもつ

 議員
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一 質般 問

問

答 問

人
口
減
少
対
策
と
若
者
定
住
促
進
施
策
等
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
IC
に
よ
る
新
た
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
で
「
美
力
」
的
な
拠
点
の
構
築
を
図
り
た
い
（
町
長
）

現
在
美
里
町
は
、
人
口
減

少
に
資
す
る
取
組
が
求

め
ら
れ
、
特
に
働
き
場
所
の
確
保

や
子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実

に
よ
り
、
若
い
世
代
の
定
住
促
進

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
推
計
値
に

よ
り
ま
す
と
、
２
０
３
０
年
に
は

１
万
人
を
割
り
込
み
、
２
０
４
０

年
に
は
８
４
０
０
人
と
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
①　

２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
２
年
ま

で
の
転
入
・
転
出
状
況
と
今
後
の

予
測
等
に
つ
い
て

②　
定
住
促
進
の
施
策
等
に
つ
い

て
の
検
証
、
今
後
の
課
題
等
に
つ

い
て

③　
「
第
５
次
美
里
町
総
合
振
興

計
画
後
期
基
本
計
画
」
策
定
に

は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
し
て
貴

重
な
意
見
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
声
を
丁
寧
に
聞
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
町
長
答
弁
を
求
め
ま

す
。町

長
美
里
町
の
魅
力
は
、
都
心

か
ら
の
交
通
の
利
便
性
、

豊
か
な
自
然
環
境
、
災
害
が
少
な

い
こ
と
で
す
。
こ
の
魅
力
を
最
大

限
発
揮
さ
せ
、
町
民
及
び
町
外
か

ら
の
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
取
組

と
し
て
、
埼
玉
県
が
打
ち
出
し
た

「
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
令
和
４
年
１
月

エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
IC
に
よ
る
新
た
な
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
生
か
し
た
生
活
・
経
済
活
動

の
中
心
と
な
る
機
能
を
集
約
す
る

こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
生
活
と
自

然
環
境
が
共
生
し
た
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
「
美
力
」
的
な
拠
点
の
構
築

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

総
合

政
策
課
①　
２
０
２
１
年
ま
で
の 

４
年
間
の
転
入
者
数
は
、

１
５
７
４
人
、
転
出
者
数
は
、

１
２
７
４
人
で
３
０
０
人
の
転
入

超
過
で
す
。
２
０
２
２
年
は
10
月

末
ま
で
、
転
入
者
数
３
８
５
人
、

転
出
者
数
２
６
７
人
で
転
入
超
過

で
す
。
内
容
を
分
析
し
ま
す
と
、

高
齢
者
が
多
く
、
施
設
の
開
設
等

が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
の
将
来
予
測
人
口
で
す
が
、

第
２
期
美
里
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
２
０
３
０
年
に
１
万
人
を
割

り
込
み
９
５
９
１
人
、
２
０
４
５

年
で
は
７
７
６
６
人
に
減
少
す
る

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

②　
「
美
里
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
」
で
毎

年
効
果
検
証
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
課
題
と
し
て
、
予
算
を
効
果

的
に
活
用
す
る
こ
と
、
国
・
県
の

有
利
な
補
助
制
度
を
活
用
し
て
い

く
こ
と
、
ま
た
、
中
心
拠
点
地
区

の
整
備
な
ど
県
が
進
め
て
い
る
埼

玉
版
ス
ー
パ
ー
・
シ
テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
理
念
と
と
も
に
、
県

と
連
携
し
て
多
く
の
課
題
解
決
が

図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

③　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の

意
見
は
、
小
さ
な
子
供
が
遊
べ
る

公
園
、
パ
ソ
コ
ン
及
び
英
語
力
な

ど
学
校
教
育
に
対
す
る
こ
と
、
運

転
免
許
証
の
返
納
後
の
心
配
や
災

害
対
策
の
充
実
な
ど
、
意
見
が
出

さ
れ
て
お
り
、
町
民
の
声
に
耳
を

傾
け
、
町
の
施
策
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問

●
美
里
町
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
と
生
活
支
援
体
制
事
業
に
つ
い

て●
生
活
道
路
整
備
に
つ
い
て

櫻
さくら

沢
ざわ

　克
かつ

幸
ゆき

 議員
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一 質般 問

問

答 問

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
利
活
用
に
つ
い
て

必
要
性
・
利
用
率
を
十
分
考
え
な
が
ら

施
設
の
在
り
方
を
検
討
（
町
長
）

公
民
館
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
今
後
、
少
子
高
齢
化

に
よ
り
利
用
率
は
下
が
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
に
は
３
か
所
の
公
民
館

が
あ
り
ま
す
が
、
統
廃
合
す
る
と

い
う
よ
う
な
計
画
は
今
後
あ
り
得

る
の
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
の
住
民
が
集
う
魅
力
あ
る

施
設
」、「
健
康
増
進
」
及
び
「
に

ぎ
わ
い
交
流
の
拠
点
」
と
す
る
た

め
、
各
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
な
ど
十
分
検
討
し
、
利
用

者
が
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る
よ

う
必
要
な
改
修
、
制
度
改
正
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
中
央
公
民
館
を
除
く
３
つ
の
公

民
館
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
町
づ
く
り
に
非
常
に
密
接

に
関
わ
る
も
の
で
す
か
ら
、
町
長

部
局
も
含
め
て
十
分
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
長
集
約
し
て
も
大
丈
夫
だ
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
老

巧
化
し
た
も
の
か
ら
順
次
集
約
、

統
廃
合
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所

と
し
て
の
施
設
を
外
せ
る
考
え
方

も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
全
体
の
構
想
の
中
で
考
え
て

い
き
ま
す
。
今
あ
る
施
設
を
全
て

こ
れ
か
ら
先
も
残
し
て
い
く
考
え

方
は
、
時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の

で
、
必
要
性
や
利
用
率
を
十
分
考

え
な
が
ら
施
設
の
在
り
方
を
考
え

ま
す
。

商
工
業
の
Ｐ
Ｒ
誌
作
成
に

つ
い
て

問
多
く
の
市
町
村
で
は
観
光

案
内
や
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
あ

る
い
は
特
産
品
、
商
工
業
活
性
化

の
た
め
に
Ｐ
Ｒ
誌
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
我
が
町
に
も
観
光
資
源
や

お
い
し
い
飲
食
店
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や

増
改
築
等
、
町
民
に
寄
り
添
っ
て

相
談
で
き
る
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
商
工
業
発
展
な
く
し

て
美
里
町
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
Ｐ
Ｒ
誌
作
成
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

町
長
全
て
の
業
種
を
ま
と
め
た

Ｐ
Ｒ
誌
を
作
成
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
町
内
商
工
業
活
性

化
の
一
つ
の
取
組
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
商
工
会
と
連
携
し
、
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
産
品
の
展
示
に
つ
い
て

問
町
の
特
産
品
に
つ
い
て
は
、

現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
チ
ョ
イ
ス
で
特
産

品
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
や

は
り
商
品
を
実
際
に
購
入
す
る
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

実
物
を
見
て
か
ら
と
い
う
の
が
購

入
者
の
心
理
で
あ
り
ま
す
し
、
見

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
購
入
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
町

内
公
共
施
設
へ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

設
置
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長
特
産
品
を
、
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

販
売
の
促
進
や
町
の
活
性
化
を
進

め
て
い
く
上
で
大
変
重
要
な
こ
と

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
施
設
や
展

示
コ
ー
ナ
ー
を
含
め
、
特
産
品
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
も
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

櫻
さくら

澤
ざわ

　 明
あきら

 議員

町の特産品を知ろう、ホームページふるさと納税チョイスで確認でき
ます。

美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ9 No.140　令和5年3月1日発行　議会だより美里



一 質般 問

問

答 問

子
育
て
に
対
す
る
伴
走
型
相
談
支
援
に
つ
い
て

国
の
新
た
な
交
付
金
が
決
定

町
と
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
（
町
長
）

妊
娠
期
か
ら
出
産
、
子
育

て
ま
で
の
一
貫
し
た
伴
走

型
相
談
支
援
の
充
実
を
視
野
に
入

れ
て
、「
子
育
て
応
援
ト
ー
タ
ル

プ
ラ
ン
」
を
打
ち
出
し
て
み
た
ら

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
こ

れ
ま
で
比
較
的
手
薄
だ
っ
た
、
ゼ

ロ
歳
か
ら
２
歳
の
子
育
て
支
援
と

妊
娠
・
出
産
時
に
計
10
万
円
相
当

を
給
付
す
る
経
済
的
支
援
の
支
え

方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長
町
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
出

産
・
子
育
て
ま
で
の
各
種

事
業
を
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続

き
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

は
、
国
の
新
た
な
交
付
金
が
決
定

し
た
の
で
、
今
後
の
支
給
方
法
等

国
か
ら
も
示
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
町
と
し
て
ど
う
対
応
す
る

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

保
健
セ

ン
タ
ー
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
出
産
が
で
き
る
よ

う
、
ミ
ム
リ
ン
と
き
め
き
健
康
増

進
計
画
等
に
基
づ
き
、
妊
娠
さ
れ

た
方
や
そ
の
家
族
等
の
支
援
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
経
済
的
支
援
の
考
え
方

に
つ
い
て
で
す
。
ミ
ム
リ
ン
出
産

祝
金
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度

か
ら
10
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
で
は
令
和
４
年
度
第
２

次
補
正
予
算
「
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
」
と
し
て
、
伴
走
型
相

談
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

10
万
円
の
給
付
に
よ
る
経
済
的
支

援
を
創
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ド
ゥ
ー
ラ
養
成
の
必
要
性

に
つ
い
て

問
母
に
成
り
行
く
女
性
を
見

守
り
支
え
た
い
、
そ
ん
な

思
い
を
持
つ
女
性
た
ち
が
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
で
あ
り
ま
す
。

　

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
に
な
る
の
に

は
、
養
成
講
座
を
受
講
し
、
試
験
、

面
談
に
合
格
し
た
後
、「
一
般
社

団
法
人
ド
ゥ
ー
ラ
協
会
認
定
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
」
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
認
定
を
受
け
た

後
は
、
保
険
に
加
入
す
る
等
準
備

を
行
い
、
個
人
事
業
主
と
し
て
仕

事
を
行
い
ま
す
。
仕
事
の
内
容
は
、

「
マ
マ
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
」・「
家

事
の
代
行
」・「
育
児
の
サ
ポ
ー

ト
」
の
３
つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
必
ず
マ
マ
た
ち
の
ニ
ー
ズ

と
な
る
で
あ
ろ
う
「
産
後
ド
ゥ
ー

ラ
養
成
の
必
要
性
」
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

保
健
セ

ン
タ
ー
出
産
や
育
児
に
当
た
り
、

サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る

産
後
の
母
親
に
対
し
て
、
様
々
な

形
で
支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と
は

必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
し
て
、

出
産
後
の
母
子
で
、
心
身
の
不
調

や
育
児
不
安
が
あ
る
方
、
家
族
か

ら
十
分
な
家
事
・
育
児
の
支
援
が

受
け
ら
れ
な
い
方
に
対
し
ま
し
て
、

病
院
で
の
宿
泊
・
日
帰
り
サ
ー
ビ

ス
や
訪
問
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
等
を

行
い
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

養
育
支
援
訪
問
事
業
と
し
て
、
虐

待
の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
養
育
の
支

援
が
必
要
な
家
庭
に
対
し
て
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

提
案
の
ド
ゥ
ー
ラ
養
成
に
つ
い
て

は
、
先
進
自
治
体
の
事
例
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
活
用
を
研
究
し
て

い
き
ま
す
。

田
た

端
ばた

　恵
え

美
み

子
こ

 議員

国では、伴走型相談支援の充実を図るとともに、10万円の給付によ
る経済的支援を創設しました。

美里MSミムリン

ミムリンの
一口メモ 10No.140　令和5年3月1日発行　議会だより美里



一 質般 問

問

答 問

死
者
の
大
半
は
高
齢
者
で

す
。
厚
生
労
働
省
の
ま
と

め
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
し
亡
く
な
っ
た
人
の

う
ち
70
歳
以
上
が
９
割
に
も
上
り

ま
し
た
。
感
染
拡
大
が
続
い
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

策
と
し
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
発

す
る
高
齢
者
施
設
に
対
し
て
、
さ

ら
な
る
支
援
が
で
き
な
い
か
伺
い

ま
す
。

　
私
が
訪
ね
た
老
人
施
設
は
、
防

護
服
を
１
回
使
っ
た
ら
す
ぐ
処
分

す
る
の
で
、
１
日
約
１
０
０
枚
を

消
費
し
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン

は
安
全
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に

入
っ
て
防
護
服
に
着
替
え
、
防
護

服
に
着
替
え
た
ら
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

に
入
っ
て
コ
ロ
ナ
患
者
の
面
倒
を

見
ま
す
。
仕
事
が
終
わ
っ
て
も
コ

ロ
ナ
患
者
に
接
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
家
族
の
元
に
帰
り
た
く
な

い
と
も
。
そ
の
た
め
に
、
社
員
寮

に
泊
ま
る
。
帰
り
た
く
な
い
人
が

増
え
て
し
ま
う
の
で
、
ア
パ
ー
ト

を
新
た
に
借
り
て
い
る
そ
う
で
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
も
、
コ
ロ
ナ
に

罹
っ
て
も
仕
方
な
い
、
そ
う
い
う

気
持
ち
で
毎
日
働
い
て
い
る
の
だ

と
思
う
の
で
す
。
県
任
せ
と
言
っ

た
ら
失
礼
で
す
け
れ
ど
も
、
ぜ

ひ
役
場
か
ら
も
出
向
い
て
い
っ
て
、

今
の
様
子
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
。

住
民

保
険
課
県
の
ほ
う
が
中
心
と
な
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
の

消
毒
費
用
等
の
補
助
金
を
創
設
し

て
い
ま
す
。

町
長
ど
の
事
業
所
さ
ん
か
、
少

し
お
話
を
聞
き
、
県
が
そ

れ
で
対
応
が
で
き
て
い
る
の
か
で

き
て
い
な
い
の
か
、
町
と
し
て
も

県
も
含
め
て
確
認
を
し
て
み
た
い
。

若
者
の
政
治
参
加
を
目
的

に
、
高
校
生
・
大
学
生
を

投
票
立
会
人
に

問
皆
野
高
校
の
取
組
で
、
参

議
院
選
の
期
日
前
投
票
所

で
生
徒
が
投
票
立
会
人
を
務
め
ま

し
た
。
選
挙
権
が
18
歳
以
上
に
な

り
、
若
者
に
関
心
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
、
町
選
管
が
全
て
の
選
挙

で
依
頼
。
こ
れ
ま
で
延
べ
26
人
が

携
わ
り
ま
し
た
。
選
挙
期
間
中
の

５
日
間
、
期
日
前
投
票
所
に
て
、

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
２
時
15
分

に
投
票
の
様
子
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
２
名
の
高
校
生
は
、
手
元
の
選

挙
公
報
に
目
を
通
し
な
が
ら
「
主

張
が
具
体
的
で
矛
盾
が
な
い
候
補

者
に
１
票
を
投
じ
た
い
」「
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
整
備

な
ど
、
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね

を
重
視
し
て
い
る
か
を
見
極
め
て

投
票
し
た
い
」「
若
者
も
政
治
に

関
心
が
あ
る
し
、
投
票
に
意
味
が

あ
る
と
分
か
っ
て
い
る
」
と
、
ま

た
「
選
挙
を
経
て
も
世
の
中
が
変

わ
っ
た
と
実
感
で
き
な
い
」
と
も
。

低
投
票
率
の
打
開
に
向
け
た
取
組

と
し
て
、
選
挙
権
が
18
歳
以
上
と

な
っ
た
こ
と
を
歓
迎
し
、
政
治
参

加
を
促
す
投
票
立
会
人
を
経
験
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
伺

い
ま
す
。

総
務
課
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

投
票
者
数
は
４
５
１
３
人
、

投
票
率
48
・
24
％
で
す
。

①　
18
歳
の
投
票
者
数
は
、
74
人

中
39
人
、
投
票
率
52
・
70
％
。

②　
19
歳
の
投
票
者
数
は
、
１
０

９
人
中
37
人
、
投
票
率
33
・
94
％
。

③　
20
歳
か
ら
24
歳
ま
で
の
投
票

者
数
は
、
３
９
９
人
中
１
４
５
人
、

投
票
率
36
・
34
％
。
19
歳
か
ら
20

歳
代
前
半
の
方
の
投
票
率
は
、
町

全
体
の
投
票
率
の
平
均
値
に
も
及

ば
ず
、
低
い
状
況
で
す
。
若
い
世

代
に
選
挙
や
政
治
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
取
組
と
し
て
、
選
挙

管
理
委
員
会
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

県
が
対
応
で
き
て
い
る
の
か

県
も
含
め
て
確
認
を
し
て
み
た
い
（
町
長
）

高
齢
者
施
設
・
障
害
者
施
設
・
保
育
所
等
で

コ
ロ
ナ
感
染
症
ク
ラ
ス
タ
ー
時
へ
の
援
助
を

堀
ほり

越
こし

　賢
けん

司
じ

 議員

多くの人がワクチン接種を受けることで重症者や死亡者を減らし、
医療機関の負担を軽くすることが期待できます。
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